
九 病 虫 研 会 報47:54-57(2001)

Kyushu P1. Prot. Res. 47 : 54-57 (2001)

中国お よび 日本で採集 した

トビイロウ ンカとセジロウ ンカの薬剤感受性
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The insecticide susceptibility of the brown planthopper, Nilaparvata lugens, and 
white-backed planthopper, Sogatella furcifera, collected from China and Japan. 
Ping Xaofei Shozo Endo , Ken Suzuki and Kazuhisa Ohtsu (China National Rice 
Research Institute, Hangzhou, Zhejiang, China. National Institute for Agro-Environmental 
Sciences, Kannondai 3-1-3, Tsukuba, Ibaraki 305-8604, Japan)

We determined the insecticide susceptibility of the brown planthopper (BPH) and white-

backed planthopper (WBPH), which were collected from China and Japan in 1997, by topical 

application. The insecticide susceptibility of BPH was not much different among populations 

from Nagasaki (Southwest Japan), Hangzhou (Zhejiang, China), and Jinghong (Yunnan, China). 

The LD50s for BPH were 0.027-0.062 for nitenpyram, 0.083-0.14 for imidacloprid, 0.58-0.88 for 

silafluofen, and 0.78-1.2ƒÊg/g for etofenprox, in contrast to 67-130 for malathion, 51-93 for 

fenitrothion, and 57-94 ƒÊg/g for p,p' -DDT. Thus, the LD50S of chlornicotinyl and the 

pyrethroids were much smaller than those of the organophosphates and organochloride. The 

LD50 of monocrotophos was 1/23-1/3 times as large as that of the other organophosphates. The 

organophosphate and carbamate susceptibilities were not different between BPH populations 

collected in 1992 and 1997. The insecticide susceptibility of WBPH was not much different among 

the populations from Nagasaki, Hangzhou and Jinghong. The LD50S for WBPH were 0.047-0.062 

for nitenpyram, 0.067-0.18 for imidacloprid, 0.72-1.5 for silafluofen, and 0.89-1.6 ƒÊg/g for 

etofenprox, in contrast to 96-130 for malathion, 100 for fenitrothion, and 22-51,ƒÊg/g for p,p'-

DDT. Thus, the LD50S of chlornicotinyl and the pyrethroids were much smaller than those of the 

organophosphates and organochloride. The LD50 of monocrotophos was 1/17-1/3 as large as that 

of the other organophosphates. The LD50S of isoprocarb and propoxur for WBPH populations 

collected in 1997 were 5 times as large as in 1989.
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トビイロ ウンカ,セ ジロウ ンカは西南暖地 において稲

の重 要害虫 であ る。 セ ジロ ウ ンカは稲 の初期成育 を遅 ら

せ,ま た トビイロウ ンカは増殖力 が大 きく,秋 には坪枯

れを起 こす ことが多 い。 この ため,西 南 暖地で は これ ら

の ウ ンカに対 して毎年殺 虫剤 による防除が行わ れてい る。

トビイ ロウ ンカ とセジロウ ンカは1967頃 まで有機 リン剤

や カーバ メー ト剤 に対 する感受性 が非常 に高 く(福 田 ・

永 田,1969),両 ウ ンカは有機 リ ン剤 や カーバ メー ト剤

で容易 に防 除で きた。 しか し,1970年 半 ば頃か ら トビイ

ロウ ンカにお い て有機 リ ン剤 に対す る抵 抗性 が 発達 し

(Nagata et al.,1979),ま た,1980年 以後 は有機 リン剤 に

加 え カ ー バ メ ー ト剤 に 対 す る抵 抗 性 も 問 題 と な っ た

(Kilin et al.,1981;細 田,1983)。 セ ジ ロ ウ ン カ にお い て

も1980年 中 頃 か ら有 機 リ ン剤 や カー バ メ ー ト剤 に抵 抗 性

を 発 達 さ せ て き た(Endo et al..1988,細 田,1989)。 ト

ビ イ ロ ウ ン カで は1980年 と1985年 を ピー ク とす る二 山型

の 薬 剤 抵 抗 性 発 達 が み られ,1988年 に は薬 剤 感 受 性 が 回

復 し た が(遠 藤,1989),西 日本 の 数 カ 所 で 調 べ られ た

薬 剤 感 受 性 検 定 結 果 を見 る と,そ の 後 若 干 抵 抗 性 の 発 達

傾 向 が 窺 わ れ て い る(遠 藤,1996;Endo and Tsuruma-

chi,2001)。 しか し,ト ビ イ ロ ウ ン カ で は1992年 以 降,

セ ジ ロ ウ ン カで は1991年 以 降薬 剤 感 受 性 の 調 査 は ほ と ん
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ど な い。 また,ト ビイ ロ ウ ンカ お よ び セ ジ ロ ウ ン カ の 薬

剤 感受 性 は熱帯 と温 帯 で異 なる こ とが 報告 され て い る

(Nagata and Masuda,1980:遠 藤 ら,1989;Endo and

 Tsurumachi,,2001)。1997年 に長崎(日 本),景 洪(中 国

雲南省)お よび杭 州(中 国浙 江省)の 両 ウンカ個体群 を

入手す る機会 を得 たので,そ れ らウ ンカの最近の薬剤 感

受性 スペ ク トル,レ ベ ル等 を把 握す る とともに,薬 剤 感

受性 の地域 性 につ いて若干検 討 したので報 告す る。

材 料 お よ び 方 法

トビイロウ ンカお よびセジ ロウ ンカの採集場所,時 期

をTable1に 示 した。長崎,杭 州 では本田飛来次世代 虫

(第1世 代)を8月 に,越 冬可 能地域 で あ る景洪 で は5

月に採 集 した。

供試 虫の飼育 および殺 虫試 験:両 ウ ンカはイネ芽 出 し

苗(品 種:レ イホ ウ)を 用いて25℃,16時 間照 明下で増

殖 した。殺虫試験 には羽化1週 間以内の長翅 型雌成虫 を

用 いた。

炭酸 ガス麻 酔 した雌成 虫の胸部背面 に薬剤 の アセ トン

溶液 を0.05μ1施 用 した。薬剤 処理 した雌 成虫 は餌 とな

るイネ苗 と ともに プラスチ ックケース に入 れて,25℃,

16時 間照明下 に置いた。薬剤処 理24時 間後 に生死 を判定

し,Blissの 方法(1935)に よ りLD50値 を求 めた。薬剤

処理 は4～6濃 度段 階 と し,各 濃度15頭 で2～4反 復

行 った。 なお薬 剤感受 性検 定 は採 集後,3～7世 代の 間

に行 った。

供 試 薬 剤:殺 虫 試 験 に はPAP-DDT(>96%),mlalathion

(98%),fenitrothion(96%),diazinon(98%),monocro-

tophos(73%),carbaryl(99%),isoprocarb(98%),fenob-

ucarb(98%),propoxur(98%),carbosulfan(92%),

etofenprox(98%),silafluofen(97%),imidacloprid(95%),

nitenpyram(99%)の 各 原 体 を 用 い た 。

結 果 お よ び 考 察

3地 域 よ り採 集 した トビイ ロ ウ ン カ の薬 剤 感 受 性 は,

薬 剤 に よ っ て は 個 体 群 問 で若 干 の 違 い は あ る もの の,大

まか に は 次 に 述 べ る よ う な 傾 向 で あ っ た(Table2)。

従 来 の 薬 剤 と は 作 用 機 構 を 異 に す るnitenpyramと

imidaclopridのLD50値 は そ れ ぞ れ0.027～0.062μg/gお

よ び0.083～0.14μg/gで 最 も小 さ く,次 い でetofenprox,

silafluofenの ピ レ ス ロ イ ド 剤<carbaryl,propoxur,

isoprocarb,fenobucarb等 の カ ー バ メ ー ト剤<有 機 塩 素

Table 1. Tested populations of the brown planthop-
per (BPH) and white-backed planthopper
 (WBPH)

Table 2. Insecticide susceptibility of the brown planthopper collected in China and Japan

a) LD50 and 95% confidence limits (CL95%) were shown with ƒÊg/g.

b) Collection site of the brown planthoppers.
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Table 3. Insecticide susceptibility of the white-backed planthopper collected in China and Japan

a

) LD5o and 95% confidence limits (CL95%) were shown with ƒÊg/g .

b) Collection site of the white-backed planthoppers .

剤 のp,p-DDTお よびmalathion,fenitrothion等 の 有 機 リ

ン剤 の 順 と な っ た 。 しか し,monocrotophosのLD50値

(3.8～10μg/g)は 他 有 機 リ ン剤 のLD50値 の1/23～1/

3と 小 さか っ た 。

ま た,1997年 長 崎 採 集 個 体 群 に 対 す る 有 機 リ ン剤 と

カ ー バ メ ー ト剤 のLD50値 は1984,1985年 の そ れ(細 田,

1986)よ り小 さ く,1992年 に 熊 本 で 採 集 し た 個 体 群

(Endo and Tsurumachi,2001)と ほ ぼ 同 じで あ っ た 。 こ

の よ うに トビ イ ロ ウ ン カで は,こ れ ら薬 剤 に対 す る 抵 抗

性 発 達 が 近 年 ほ とん ど 起 きて い な い と考 え られ た。

セ ジ ロ ウ ンカ に 対 す る各 種 薬 剤 のLD50値 をTable3に

示 し た。 ト ビ イ ロ ウ ン カ の 場 合 と同 様 の 傾 向 を示 し,

LD50値 はnitenpyram,imidacloprid(そ れ ぞ れ0.047～

0.062μ9/9,0.067～0.18μg/g)くsilafluofen,etofen-

proxの ピ レ ス ロ イ ド剤<カ ー バ メ ー ト剤<p,p-DDTお

よ び 有 機 リ ン剤 の 順 と な っ た 。 し か し,ト ビ イ ロ ウ ン カ

同 様,monocrotophosのLD50値 は他 有 機 リ ン剤 の そ れ の

1/17～1/3で か な り小 さ か っ た 。

日本 に お け る セ ジ ロ ウ ンカ の 薬 剤 抵 抗 性 は トビ イ ロ ウ

ン カ の 場 合 と異 な り1988年 ま で 次 第 に抵 抗 性 を 発 達 させ

て きた(遠 藤,1966)。1989年 の モ ニ タ リ ン グ結 果 で は,

malathion感 受 性 は や や 回 復 傾 向 を示 した も の の,多 く

の 薬 剤 で 抵 抗 性 が 発 達 しつ つ あ る状 態 で あ っ た(Endo

 and Tsurumachi,2001)。1997年 の 長 崎 個 体 群 に 対 す る

有 機 リ ン剤,P,P'-DDTお よ びetofenproxのLD50値 は

1989年 の 個 体 群 の そ れ(Endo and Tsurumachi ,2001)

と ほ と ん ど 違 わ な か っ た。 し か し,isoprocarbと

propoxurのLD50値 は1989年 の個体群 のそ れ(Endo and

 Tsurumachi,2001)よ りいず れ も約5倍 大 き く,こ れ ら

の薬剤 に対 して抵抗性 が発達 した ことが認 め られ た。

寒 川(1992)は トビイロウ ンカの イネ品種 に対す るバ

イオ タイプの変遷 か ら日本へ飛 来す る個体群 はベ トナム

紅 河 デ ル タの個体 群 に由来す ると報告 してい る。Endo

 and Tsurumachi(2001)は 紅河 デル タ地域 の トビイロウ

ンカとセジロ ウ ンカの薬剤感受性 は 日本のそ れ とほ ぼ同

じで あるが,ベ トナム南部,タ イ,マ レー シア等の熱帯

個体 群 に対 す るmalathionのLD50は ベ トナ ム北 部,中 国,

日本 の個体 群のそれ よ り大 きい と報 告 し,薬 剤 感受性 の

面 で も熱帯 と温帯,亜 熱帯 の ウンカは異 なるこ とが明 ら

か となっている。 この ように トビイロ ウンカの薬剤 感受

性面 か ら も,ベ トナ ム北 部の個体群 が 日本へ の飛来源 に

なってい る可能性が高 いこ とが示唆 されてい る。 しか し,

中国 中南部 地域 の杭州 と景洪 間にお ける トビイ ロウンカ

の移 動 につ いては明 らかでない。景洪地域 は越冬可 能地

域で あ り,ま た ミャンマー,ラ オス に近 く,そ れ ら地域

か らの移入 個体 群の影響が大 きい可 能性 があ る。 この た

め杭 州 と景洪個 体群 とは異 な る可能性が 考え られてい る

(寒川,私 信)。 今回,景 洪,杭 州お よび長崎 よ り採集 し

た トビイ ロウ ンカの薬剤感受性 の地域差 を検討 した結 果,

最 も感 受 性 差 が 大 き か っ た 景 洪 と杭 州 個 体 群 問 の

monocrotophos,carbarylお よびcarbosulfanに 対す る感

受性 で も,そ の差は2.5倍 にす ぎなか った(Table.2)。
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従 って,景 洪,杭 州,長 崎 の トビイロウ ンカ間で薬剤 感

受性 の地域差 はほ とん どない とみ られた。

セ ジロウ ンカで も感受性 差が最 も大 きか った景洪 と杭

州間 のimidacloprid対 す る感受性 で もその差 は2.7倍 に

す ぎず,景 洪,杭 州,長 崎の セジロ ウンカ問で薬剤 感受

性の地域差 はほ とん どない とみ られた(Table.3)。
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